
令和 7年度 事業報告

当事業団は、香川県の指定管理者 として、障害者支援施設
「香川県ふ じみ園おお

ぞら」 と「香川県ふ じみ園だいち」において、生活介護、生活訓練、就労移行支

援、就労継続支援 B型、施設入所支援、短期入所及び日中一時支援のサービスを提

供 し、併せて 「香川県ふじみ園福祉ホーム」の運営を行 うとともに、共同生活援助

事業 (グループホーム)、 相談支援事業、障害児等療育支援事業等を実施 した。

サー ビスの提供に当たつては、利用者の意思及び人権を尊重・擁護 し、個々の
ニ

ーズに沿つた個別支援計画に基づき、質の高いサ▼ビスの提供に努めた。

また、地域に根ざした施設運営を行 うため、地域交流及び地域貢献活動にも取 り

組んだ。

さらに、令和 7年度は、法人経営の指針 となる新たな中期経営計画 (令和 4年度～

令和 8年度)の 4年 目であり、計画に基づき法人経営の安定的な運営と福祉サービ

スの向上に取 り組んだ。
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I 施設支援事業

1 施設

(1)指定管理施設

敷地面積 65,011ポ  建物面積 8,160.59ポ

① 障害者支援施設
「香川県ふじみ園おおぞら」生活介護   70人

施設入所支援 60人

「香川県ふじみ園だいち」 生活介護   30人

施設入所支援 30人

生活訓練   6人

就労移行支援 6人

就労継続支援B型 28人

② 障害者福祉ホーム 定員 20人
「香川県ふじみ園福祉ホーム」

(2)グループホーム (共同生活援助)

「ふじみファーストホーム」定員 6人

(参考)

「香川県ふじみ園おおぞら」定員 (単位 :人 )

「香川県ふ じみ園だいち」定員 (単位 :人 )

年  度 1 2 3 4 5 6 7

生活介護 36 36 36 36 36 30 30

生活訓練 6 6 6 6 6 6 6

4

年  度 1 2 3 4 5 6 7

生活介護 74 74 74 74 74 70 70

施設入所支援 60 60 60 60 60 60 60



就労移行支援 12 6 6 6 6 6 6

就労継続 B型 32 32 32 32 32 28 28

施設入所支援 30 30 30 30 30 30 30

2 サービスの概要

個々のニーズに沿つた個別支援計画をもとにサービスを提供した。個別支援計画

は、アセスメント、モニタリング個別支援会議を経て、作成している。

また、計画相談を担当する相談支援専門員と連携してサービス等担当者会議を開

催し、作成されたサービス等利用計画は、個別支援計画に反映している。

なお、本年度の具体的な支援内容は、次のとおりである。

(1)おおぞら

① 生活介護

ア 生活支援

個別支援計画に基づき、食事、入浴、清掃、洗濯、保健衛生、健康管理な

ど、基本となる日常生活支援の充実に努めた。また、身体状況に応じて、体

操、ウォーキングのほか、日課に室内でできる運動を取り入れたり、健康維

持と運動機能の低下防止に努めた。特に、重度化・高齢化している利用者に

は、臨床心理士、作業療法士の支援のもと、機能訓練、認矢日機能
。身体機能

の低下防止に努めた。さらに、感染防止対策の一環として、男女の食事場所

や活動の場所を分けるなど工夫し感染リスクの低減に努めた。

イ 日中活動支援

屋外活動及び療育活動の 2班編成で、利用者の特性や希望に合わせて日中

活動支援を実施した。屋外活動は、主に野菜づくりのほか、花の植付けや除

草などの園内環境整備に取り組んだ。療育活動は、個々に応じて、刺し子や

手先を使つた訓練やリハビリ体操や歩行訓練、作業療法士による機能訓練な

どを取り入れ、身体機能の低下防止に取り組むとともに、余暇支援に繁がる

ものとして、ビーズ、ぬり絵、パズルなどを利用し、楽しみながら取り組め
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るよう工夫した。

このほか、音楽、絵本などの読み聞かせなど、利用者の希望に応じて、個

々に余暇時間を午後の日課の中に取り入れ実施した。

ウ 社会活動支援

社会性を養い、リフレッシュを図る目的で、花見外出や公園散策やドライ

ブなどの外出や、日帰り旅行 (市場水族館、旬菜胡蝶、丸亀オークラホテ

ル)を 1回実施した。地域貢献活動では、楠見池親水公園の清掃奉仕活動を

2回実施した。また、香川さわやかロード事業に利用者の一部が参加し、県

道 (善通寺府中線)のゴミ拾い、除草作業に取り組んだ。

工 生活うるおい活動
「うるおいのある豊かな生活」を実現するため、週 1回のうるおい活動の

時間で、支援員の特技や知識を生かしたレクリエーションゲーム、ストレッ

チ体操、創作、読み聞かせなどを利用者に提供した。また、学習活動とし

て、音楽、美術の各グループで月 2回ずつ実施した。音楽は、季節に合わせ

た歌や手あそび、体操、楽器演奏などで楽しんだ。美術は、共同作品を地域

の展覧会に出展したほか、季節に沿つた作品づくりを行い、寮内の飾りなど

に活用した。

オ 開所日の設定

祝日における開所日を月 1回程度設けた。開所日には外部講師によるレク

リエーションを取り入れ、利用者の余暇の充実を図つた。また、それ以外に

カラオケやおやつの楽しみも取り入れて、利用者の楽しみとなるものを提供

した。

② 施設入所支援

夜勤体制で、食事、洗面、排泄、着脱衣などの支援や介助を行つた。ま

た、生活等に関する相談や助言、その他日常生活上における細かな支援を行

ったほか、DVD鑑賞を行い、余暇活動を支援した。家庭との連絡調整も行

った。
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(2)だいち

①  生活介護

ア 生活支援

個々のニーズや障害支援区分に沿つた個別支援計画の下、支援を行つ

た。

併せて、健康増進 と体力維持のために、ウオーキングや軽スポ
ーツ、卓

球などに取 り組んだ。また、障害特性に姑応 した倉ll作、学習、音楽活動な

ども行つた。創作活動で制作 した個人作品や共同作品を地域の展覧会等に

出展 した。感染防止対策の一環として、通所利用者 と入所利用者の給食
の

時間が重ならないように実施 したり、通所利用者 と入所利用者の活動場所

を分けて支援を行つている。ウォーキング以外の活動を別々にすること

で、個々の特性や能力に応 じてより充実 した活動を行つている。また、作

業療法士によるOT体操を取 り入れ、集団で楽 しみながら身体機能の低下

防止に努めた。

イ 社会活動支援

継続的に生産活動や環境整備などに取 り組んだ。また、新型
コロナウイル

スの感染状況に配慮 しながら、社会性の向上と気分転換のため、 ドライブ外

出、花見外出、日帰 り県内旅行 (高松甲羅本店で食事、歯ART美 術館を見

学)を実施 した。また、ヤン・ ヴァネックさんのギター演奏など外部ボラン

ティアの受入れを実施 した。

さらに、地域貢献活動である香川さわやかロー ド事業に利用者の一部が参

加 し、県道 (善通寺府中線)の ゴミ拾い、除草作業に取 り組んだ。

このほか、利用者の声を聴き、日々の支援に反映 していくために利用者自

治会を月に 1回開催 した。

ウ 開所 日の設定

祝 日や長期休み期間における開所 日を月 1、 2回程度設けた。開所 日には

カラオケやコンビニ利用、入浴 (シャワー)を実施 し、利用者の生活面や余

暇の充実を図つた。
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② 就労継続支援 B型

ア 生活支援

個々のニーズと作業適性に沿つた個別支援計画を作成し支援を行つた。ま

た、利用者本位の運営ができるよう自治会活動も支援した。

イ 就労支援

作業スキルの向上と作業工賃の増額を目標に、個々に適した就労の場を提

供した。作業は、クリーニング・園芸・軽作業とし、平日の 9時から16時 30

分までの時間で実施している。園芸班は医療センターでの施設外就労への取

り組みも引き続き実施した。

ウ 社会活動支援

社会性の向上と気分転換目的に、日帰り旅行 (創作料理ひらたで食事、N

EWレオマワール ドを観光)を実施した。また、地域貢献活動である香川さ

わやかロー ド事業に利用者の一部が参加し、県道 (善通寺府中線)のゴミ拾

い、除草作業に取り組んだ。各種スポーン大会や地域イベントヘの参加を実

施した。ゆうあいスポーツ四国香川大会にも参加、一部の利用者は運営にも

参加した。

③ 就労移行支援

個々のニーズに沿つた個別支援計画を3か月ごとに作成し、事業所での職

場体験や実習を通して、一般就労へ移行できるようにする就労支援や、ハロ

ーワークなどの公共機関が適切に利用できるようにする社会活動支援を行う

が、利用者がないため、前年度に引き続き休止となった。

④ 生活訓練

ア 生活支援

自立した生活習慣の確立を目標に、 3か月ごとに個別支援計画を作成し支

援を行つた。

イ 社会活動支援

社会性の向上を目指し、金銭管理、公共交通機関の利用、買物などの訓練

を実施した。
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⑤ 開所日の支援

就労継続B型、生活訓練の利用者に紺して月 1回、開所日を設けて余暇の

支援の充実を図つた。 (ドライブ、カラオケ、ボランティアによる楽器演

奏、ヨガ活動など)

⑥ 施設入所支援

宿直・夜勤体制 (男性常直支援員は隔日勤務)で、夜問・休日にサービス

を提供した。食事、排泄、入浴、身だしなみ等の支援に加え、購買利用な

ど、余暇支援、家庭との連絡調整なども行つた。

3 利用状況の推移 (月 平均利用者数)

(1)おおぞら (単位 :人 )

年 度 1 2 3 4 5 6 7

生活介護 60.2 58,0 58.0 58.1 56.7 55.3 55.8

施設入所支援 49.4 49.2 49.3 48.1 48,0 48.2 49,9

短期入所支援 0,7 0。 1 0.0 0.0 0.0 0。 7 0,4

日中一時支援 0.9 0.3 0。 2 0。 2 0.4 0.4 0.4

(2)だいち (単位 :人 )

年  度 1 2 3 4 5 6 7

生活介護 30:3 26.8 25.6 25.6 25.6 23.0 24.5

生活訓練 1,2 0。 5 0.0 0.0 1.0 1.5 1.9

就労移行支援 1,0 0.9 1.3 1.0 1.8 0.0 0.0

就労継続 B型 29,6 25.4 24,3 24.0 22.5 25.1 23.5

施設入所支援 1 9 1 17.4 16.2 17.3 19。 1 17.9 19.5

短期入所支援 1.3 1.0 0,4 0,4 0.4 0.6 1.4

日中下時支援 1.9 1.5 1.0 0.4 0.8 0.6 0.8
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Ⅱ 地域支援事業

相談支援については、「ふじみ園相談支援センター」が、香川県及び丸亀市からそ

れぞれの事業指定を受けて、指定一般相談支援事業、指定特定相談支援事業及び指定

障害児相談支援事業を実施し、障害を持つ方々の多様化するニーズに対応できるよう

サービス等利用計画の作成などの支援を行った。また、当園を含む福祉サービスの利

用調整にも努めた。

丸亀市・坂出市・宇多津町・綾川町の 2市 2町から障害者相談支援事業及び障害支

援区分認定調査事業を、香川県から障害児等療育支援事業を、かがわ総合リハビリテ

ーション事業団から発達障害者地域支援体制整備事業を受託するなど、幅広く障害者

の地域支援事業を展開した。

また、福祉ホームやグループホーム (共同生活援助事業)では、個々の利用者が安

全で充実した地域生活を過ごせるよう支援に努めた。

1 相談支援事業

指定特定相談支援事業等の利用者数は別掲のとおりである。アセスメントからサ

ービス等利用計画作成、継続したモニタリングなどを通して、障害者のケアマネジ

メントに取り組んだ。

委託相談支援事業において、相談援助や助言、福祉サービスの利用支援、情報提

供・権利擁護等、障害児・者の地域での生活が充実するよう支援した。

また、中讃東圏域自立支援協議会や中讃西部地域自立支援協議会の構成メンバー

として、自立支援協議会の運営やネットワーク強化に取り組み、東西両圏域で実施

している地域生活支援拠点事業にか画したほか、障害者虐待防止に向けて各市町と

も連携を深め積極的に取り組んだ。

2 障害支援区分認定調査事業

圏域 2市 2町か らの委託事業として、支援区分の認定調査を実施 してお り、支援

を必要 とする障害者の実情に見合った的確な認定が行われるよう、市町 と連携 して

円滑な調査を実施 した。

3 障害児等療育支援事業

香川県からの委託事業 として、今年度 も引き続き県内全域の在宅障害児を対象に
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臨床心理士と作業療法士の2名で実施した。

(1)訪問療育等指導事業
自宅べ訪問し、児童への療育やカウンセリング、保護者相談を実施。

(2)外来療育等指導事業
① 外来療育相談 :障害特性のある児童へのかかわり方について面談や

ペアレ

ントトレーニングを実施。

② 外来療育 :障害特性のある児童に、集団や個別の療育を実施。

(3)施設支援指導事業
行政や子育て支援センターや保育所にて親子教室や行事等に参加し、親子

関係や児童のアセスメント、かかわり方について助言した。

4 発達障害者地域支援体制整備事業

かがわ総合リハビリテーション事業国から再委託を受けて、発達障害者のための

支援体制整備に取り組んだ。

発達障害者支援センター「アルプスかがわ」と連携し、地域支援マネジャーとし

て、香川県の中・西讃を担当し、巡回等による本日談・助言や、関係機関等の研修支

援を行うとともに、図書館啓発などの一般啓発事業を行つた。また、連絡会や事例

検討会、保護者会に参加するとともに、臨床心理士、作業療法士の専門性を高めつ

つ、圏域の拠点となる体制の充実を図つた。

5 ひきこもり当事者、家族向けの交流・社会参加、体験できる居場所づくり事業

県の委託を受け、ひきこもりや生き辛さを抱えている方の居場所事業を実施した。

6 園内利用者に対する療育

おおぞら、だいちの支援員と連携し、今後の方向性などを情報共有しながら、臨

床心理士によるスヌーズレンや心理的アプローチ、作業療法士による個々の利用者

に応じた療育を行つた。

7 福祉ホーム (地域生活支援事業)

利用者に安価な利用料で住居等を提供哄 日中活動の支援や金銭・健康管理など日

常生活での支援を行つた。

14人の利用者が就労又は福祉的就労に従事しながら、より質の高い地域生活を目指

している。事業所と当園が連携をとりつつ、個々のニーズに応じた就労支援や生活支
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援などを行つている。令和 5年度より、就労継続支援B型を利用している福社ホーム

の利用者は、だいちが中心となって支援した。

8 グループホーム (共同生活援助)

利用者が安全かつ楽しい地域生活を送ることができるように、アセスメント、モニ

タリング、個別支援計画の作成等を通して、サービス管理責任者 。世話人が生活全般

の支援を行つた。

ホームセキュリティ管理による日常の防犯対策に加え、避難訓練の実施、防災グッ

ズの設置、丸亀市の要援護者登録により非常時における防災紺策に努めた。

9 地域支援事業利用実績

年 度 1 2 3 4 5 6 7

基本相談支援事業

(利用者数 )
726 702 668 631 612 582 561

指定特定相談支援事業

(件数 )
534 430 504 529 440 511 798

指定一般相談支援事業

(件数 )
0 0 0 0 0 0 0

指定障害児相談支援事業

(件数 )
321 215 231 204 167 1 5 1 165

障害支援区分認定調査

(件数)
123 121 109 95 104 108 118

訪問療育等指導事業

(延べ件数 )
2 0 16 27 27 19 8

外来療育等指導事業

(延べ人数 )
1,057 485 314 458 685 733 796

施設支援指導事業

(延べ回数 )
19 13 22 50 58 75 55

短期入所事業

(延べ日数 )
725 397 149 1 5 1 165 509 656

日中一時支援事業

(延べ回数 )
1 038 649 407 204 459 402 404

福祉ホーム

(利用者数 )
20.0 19,3 17.5 16,6 16.4 15.6 1 4 1

グループホーム

(利用者数)
6.0 6.0 5,9 6.0 6.0 6.0 6.0

12



Ⅲ 地域社会との連携

地域に根 ざした施設を目指 し、継続的に地域交流・地域貢献事業に取 り組む ととも

に、 「スプリングフェスタ」をボランティア等の協力を得て、開催 した。

9月 の敬老月間に、地域の独居老人宅を民生委員 と一緒に利用者が訪問 し、ふ じみ

園のお花のプレゼン トを配 り、交流を図る「ふれあい訪問」を実施 した。

このほか、特別支援学校生徒の現場実習や体験学習、学生の資桂取得のための実習、

ボランティアを受け入れた。

地域貢献活動 として、 「香川 さわやかロー ド事業」による県道の清掃活動を 3回、

当園に,夕眸接する楠見池親水公園の清掃活動を 2回実施 した。

Ⅳ 管理運営

1 収支状況

(単位 :100万 円)

2職 員の配置状況 (単位 :人 )

年  度 1 2 3 4 5 6 7

職 員 数 90 92 94 94 94 93 95

3職 員の資格等の取得 (保有)状況 (単位 :人 )

年 度 1 2 3 4 5 6 7

社会福祉士 20 21 23 23 22 24 20

年  度 1 2 3 4 5 6 7

サービス活動収益 585 579 569 584 589 622 701

〃 費用 580 617 621 633 638 642 684

増減差額 5 △ 38 △ 52 △ 49 △ 49 △ 20 17
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→
J
J

1

介護福祉士 26 32 36 36 40 40 42

精神保健福祉

士
6 10 10 10 9 9 10

臨床心理士 1 1 1 1 1 1 1

保育士 12 12 10 9 8 8 5

作業療法士 2 2 2 2 1 1 1

サービス管理

責任者
21 17 16 16 18 8 7

4 連絡調整委員会の開催

経営管理委員会の下に給食、保健衛生、生活支援、職員研修、行事、広報、防災、環

境、苦情検討、虐待防止、個別情報管理、スヌーズレンの各委員会を設置し、効率的

な施設運営と利用者へのサービス向上を図るため、課題について検討 。協議した。
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